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3 野口（[2007],67頁）。 
4 旧商法前の商法 290条（利益の配当）参照。 
5 旧商法前の商法第 293条ノ 2（配当可能利益の資本組入れ）、第 293条ノ 3（利益準備金の資本金への組
入れ）参照。 
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6 平成 13年 6月の改正商法は、① 減資差益が資本準備金から削除され配当可能利益として扱われるよう
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（25条第 1項、第 2項）とした。また、同 29条第１項 1号
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第 1 項 2 号）、減少する準備金は、資本準備金、利益準備金に係る額、いずれからでもよ






第 1 項 1 号）、減少させる剰余金はその他資本剰余金、その他利益剰余金に係る額、いず















ことが必要かつ適当であるときは、減少させないことができる（新計算規則第 27 条第 2
















にて補てんされる（新計算規則第 29条第 2項 1号、2号、3号、4号、第 3項。旧計算規
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